



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































8.898 250 340 2.395 
1,248 2４ 2３ 
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ァイルランド 133.742 （２６） 
１３．１７８ 
（３） 
､１５５５１６９５ 
（－）（４２） 
51.983 
（２７） 
、３８５
35.716 
（３３） 
８．４０７ 
（１） 
47.052 
（５） 
151.835 
（１５） 
５．８５２ 
（１） 
少：少、マ
プィリピソ
イスラニル
ギヤナ
ドミニニカ
ローデシヤ
アソチール
ベルムダ
ヴニネズニラ
魑鑿色鋼鍵。瀬枡將蝋滝小侭麗
４５９８ 
（２） 
、３７８
（－） 
110.676 
（２１） 
98.606 
（３０） 
41.052 
（４） 
25.955 
（３） 
１０．４６８ 
（１） 
16.607 
（８） 
６．３９７ 
（３） 
9.332 
（１１） 
6.361 
（７） 
１．８６０ 
（１） 
、０２７
（－） 
20.630 
（６） 
､２０７ 
（－） 
､５５０ 
（１） 
14.844 
（３） 
出典：Ｗ・C1ementoP．ｃif．ｐｐ､310-311.
妬（Ｍ） 
建設をすすめた。
他方あらたにアメリカの支配領域となったキュー簿〈、プエルトリコにおいてもカナダ資本の進出が承られた・キ
ューバでは、すでに平和条約締結以前からロイヤル銀行が支店を開設していたが、その一五年後には、キュー。〈と
プエルトリコを合せて、支店数は二七にまで急増している。アメリカ資本による砂糖開発がすすむにつれ、カナダ
鉄道資本はアメリカ生れのカナダ大平洋鉄道会社（ＯＢ自目勺画ｏ蔵・）社長ヴァン・ホーン（弓目四・日の）の指揮
下に鉄道敷設にあたった。彼はさらにユナイテッド・フルーツ社のプランテーションのためにグァテマラで鉄道
カナダ土着資本の進出はその後メキシコ諺ブラジル、ヴェネズエラへと広がった。ブラジルは、一九七六年のカ
ナダ海外投資では、アメリカについで第一一位をしめており、カナダの海外投資の中心をなしているが（表４１９）、
一八九六年に設立されたサン。ハゥロ電力会社は、一九○一年にプラスカン（国風⑰§Ｃとなり、今日ではブラジル
られて、カナダ土着資本の中心である鉄道・公益部門の進出も次第に活発になる。とくに一八九八年の米西戦争に
おけるアメリカの勝利がカナダの中南米進出を決定的なものにしたといってよい。アメリカはこの勝利によりスペ
インからキュー霞〈、プエルトリコ、フィリピンを手に入れたが、この結果戦後ただちにアメリカはプエルトリコの
砂糖輸入にかけていた関税を微廃し、ついでフィリピン、キューぐく糖にたいしても特恵を染とめるにいたった。こ
れにより英領ジャマイカからの砂糖は完全にアメリカ市場から締め出されることになる。カナダはこれを救済する
ためにただちにジャマイカ糖に特恵を与えたが、そこにはイギリス金融資本の利害が充分貫徹されていたのであ
る。これを契機にジャマイカとの貿易が拡大し、カナダ資本の進出がすすむことになった。先にゑた銀行、保険を
はじめとする金融資本とともに、砂糖プランテーション開発向けのインフラストラクチャーである鉄道、公益資本
（僻）
の進山山がつづいた。
7７カナダ資本主義の構造的特質
最大の民間公益事業会社であり、木材や．ハイプライン、酪農、ホテル、ＴＶケーブル等三○社をしたがえる一大．
（脂）
ソグロマリヅトに成長している。その他マセイ・プァガソソ（旨ｍｍｍの］司曾ｍｐｍ・口）がブラジルのトラクター市場の
半分を抑えている。この会社は七七年にカナダの生産会社中第八位に位置する土着の農機具メーカーである。生産
の六一一％、資産の八四影を海外に有し、二二カ国で子会社を持ち、販売の九割が外国市場向けである。しかも、販
売
の
七
○
－
七
五
％
が
北
米
以
外
の
市
場
に
あ
る
点
が
ア
メ
リ
カ
系
子
会
社
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
土
着
の
製
造
会
社
と
し
て
めずらしい巨大企業であるといえるが、鉄道、金融、土地投機による一連の、カナダ商人資本の西部農民の構造的
搾取の発展のなかから生れてきた企業であった。一九世紀末以来アメリカの巨大農器具メーカー、インターナショ
ナ
ル
・
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
ア
メ
リ
カ
企
業
の
挑
戦
を
え
て
、
カ
ナ
ダ
市
場
の
シ
ェ
ア
を
次
第
に
せ
ば
め
ら
れ
て
い
っ
た。一九世紀には五○％を支配していたが、一九三○年代には二○％にまで低下したのである。この結果海外活動
（恥）
の極端な肥大化が不可避となったのである。カナダ土着資本の海外進出は、このように国内発展の矛盾、制約を第
三世界に移転させているといえる。
他方製造業とならんで、仲介資本の主たる活動部門である資源部門を簡単に承ておくことにする。仲介資本進出
は
、
基
本
的
に
は
カ
ナ
ダ
市
場
が
狭
艦
な
た
め
に
生
じ
て
い
る
と
い
え
る
。
と
く
に
資
源
開
発
の
よ
う
な
資
本
集
約
度
の
高
い
も
の
に
は、技術的経営的に規模の利益を追求せざるをえず、海外進出への圧力が高まると考えてよい。一九六八年から一
九七二年の四ヵ年のあいだに、プァルコソプリッジ（園］８ロゲ円箆、の）とインコ（臣８）はほぼ一億ポンドにのぼる
新規のニッケル生産能力を海外で増大させ、アルゴン（崖８口）もボーキサイト採掘事業を拡大させている。また
ブラジル一国のみで、インコ、ファルコソプリヅジ、コミンコ（ＯＣＢ旨８）、ノランダ、それにブラスヵンのカナ
ダ企業がアマゾン地区であらたな探鉱事業にあたっている。チリにおいてもノラソダ、ファルコンブリッジによる
7８ 
銅開発が積極的であった。。〈ナマにおいても、土着資本のジャブラン（］煙く呂口）が世界最大の銅鉱床の一つを開発
（Ⅳ） 
す
る
た
め
に
、
テ
キ
サ
ッ
・
ガ
ル
フ
と
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
主
と
し
て仲介資本による中南米の資源開発投資は、すべてアメリカ向けの生産を目的とするものであり、
ア
メ
リ
カ
の
安
全
に
と
っ
て
不
可
欠
な
資
源
の
安
定
供
給
を
保
証
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
プ
海
諸
島
は
、
（⑱） 
アメリカの必要とする鉄鉱石の三四％、銅の四八％、石油の二四％、ボーキサイトの四七％を供給している。
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
資
本
が
仲
介
資
本
を
と
お
し
て
中
南
米
の
資
源
開
発
へ
進
出
す
る
こ
と
は
、
カ
ナ
ダ
国
内
の
資
源
の
過
剰
開
発
の
反
映
と
象
な
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
巨
大
な
過
剰
資
本
を
処
理
す
る
も
っ
と
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
い
ってよい。過剰資本の処理という、海外進出の内的必然性の他にも、アメリカ資本が子会社をとおして海外に投資
をおこなう理由は他にいくつか考えられる。あるいはドル防衛にともなうアメリカ国内法による親会社の規制をま
ぬがれるためであったり、あるいは現地の反米感情をなだめるために「平和愛好国」カナダの好ましい心象を隠れ
象のにするためであったり、さらにまた、カナダ政府の優遇税制や海外投資保証保険を利用するためであったりし
よう。いずれにせよ、アメリカ多国籍企業のカナダへの進出は将来の世界戦略の第一歩をいみし、カナダでの成功
（⑬） 
が、他地域への進出を動機づける、といった性格を有していた。ここにも仲介資本の仲介（ぬ。‐ずの§の①巳たるゆえ
ん
の
特
質
が
は
っ
き
り
と
し
め
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
近年先進国による低開発国の資源開発は、資源ナショナリズムの昂揚に直面して危機を深めているが、とくにカ
ナ
ダ
に
と
っ
て
そ
の
悩
承
は
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
カナダはアメリカのような軍事力による支配権をもたず、日本やヨーロヅ．〈諸国のような独立した経済力や集団
的政治力にもとづく国際的圧力を発揮することもできない。また旧イランやブラジル、南アフリカのような地域的
7９カナダ資本主義の構造的特質
一九七一年、アルカソ（筐８口）はギャナにおけるボーキサイト事業を国有化される危機に直面した。しかし「ア
ルカソのようなカナダの多国籍企業は、海外において事態が真に困難になったとき、自国の政府からはあまり積極
的な支援をうけえない。」このため、「アルヵソは、より大きな保護を期待して、実にそのカナダ国籍を降ろして、
（麹）
も
っ
ぱ
ら
ア
メ
リ
カ
の
企
業
の
助
け
を
借
り
た
。
」
ア
メ
リ
カ
の
ア
ル
ミ
業
界
は
積
極
的
な
ロ
ビ
ー
活
動
を
展
開
し
、
国
務
省
を
し
て
ギ
ャナ政府にたいする不快感を表明させた。アルカソ会長は、これに答えて個人的な資格ではあったが、アメリカ上
措置法を適用し、「
な後継者であった。
（印）
支配力を持った亜帝国主義国で剖もない。いきおいカナダの外交は、平和主義の理念をかかげ、火中の栗を捨うの
も
厭
わ
ず
に
積
極
的
に
紛
争
処
理
に
乗
り
出
し
、
そ
の
エ
キ
ス
．
ハ
ー
ト
と
な
る
途
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
中
東
、
コ
ン
ゴ
、
キ
プ
ロ
ス、ベトナムなどの国際紛争のさいには、アメリカの代理人として、カナダは、ソ連の代理人ポーランドとともに、
つねに調停者、和解者の役割を演じつづけてきた。カナダ外交の「仲介」（ぬ。‘すのすごのｇ）的性格とは、カナダ資本主
義の海外投資活動の「仲介」的性格に相呼応するものであるといってよい。重商主義商人資本家の手で経済的決定
権をアメリカに売り渡たしたカナダは、変転ただならぬ国際的力関係のなかで、少くとも何がしかの政治的影響力
を保持しつづけるために、たとえばアメリカの反対を押し切って中国を承認し、キューバと国交を結び、さらには
（幻）
大量のヴェトナム難民を引きうけなくてはならない。世界における「ピァソソ・イーメージ」を裏切らぬとすれば、
まことに「高く」つくのである。しかしそのレスター・ピァソソにしても、自信に染ちた敬度なカルヴィ一一ストで
あり、根強い反カトリック主義者であり、それゆえラテン。アメリカやケベックは残酷で後進的で腐敗していると
（型）
の揺ぎない信念をいだいていた人であり、津（た一九七○年ケベック解放戦線のゲリラにたいしては、ただちに戦時
措
置
法
を
適
用
し
、
「
ク
ル
ミ
を
割
る
の
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
も
っ
て
し
た
」
エ
リ
オ
ヅ
ト
・
ト
ル
ド
ー
が
、
そ
の
ピ
ア
ソ
ン
の
正
当
8０ 
院の砂糖委員会が翌年度のギャナ向け砂糖輸入割当を見直してはいかがかと進言した。一方オタワの方は、「アルヵ
ソの重役が、あるカナダの閣僚にむかって、会社としてはアメリカ国務省からの助力を願うつもりだと語ると、そ
の閣僚は、たいへんすばらしい考えだと思うと答え、もし自分が顧問弁護士だったとしても、同じような助言を与
（郡）
鯵えただろう、と付け加えた。」
結局のところ、かつてアメリカの国連大使をつとめた弁護士のアーサー・ゴールドベルグ（シＨ忌日の。－』ずの愚）
のロききで、接収条件の改善を実現したのであった。その後ジャマイカは、カナダ系銀行の国有化を示唆しており、
カナダの海外投資は前途多難である。カナダ資本の仲介的海外進出は、カナダ国家の仲介的外交によって岐後の仕
上
げ
を
ほ
ど
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
カナダは、たえずアメリカをして、自国の海外投資権益を守ってくれる軍蜥的「名付け親」（○・口【日忌日）と象
たててきた前歴がある。すでに一九一六年に、メキシコ革命がその頂点にたっしたとき、カナダ系のモソトレー鉄
道電力会社、モントリオール銀行、それに商業銀行が相携えて、アメリカ政府がメキシコのカナダ権益を守ってく
（錨）
れ
る
よ
う
頼
み
に
い
っ
て
い
る
。
このような海外におけるカナダ資本の行動様式は、たんに自国政府が頼りにならないという点から来ているわけ
ではない。カナダ重商主義商人資本家の最初にして最大の危機は、イギリスが一八四六年に穀物条令を撤廃して自
由貿易に踏糸切り、これまでのカナダ小麦の輸入に適用されていた帝国特恵をはずしたことによって生じた。小麦
輸出に依存していたモントリオールの商人資本家は、これによって致命的な打撃をうけたが、それへの反応は熱狂
（配）
的なアメリカへの併合運動であった。さらに一九世紀末の大不況に対処するため構想された「ナショナル」ポリシ
ーなるものも、実のところアメリカ産業資本への招待状に他ならなかった。また一九三○年代の世界恐慌の時代に
8１カナダ資本主義の構造的特質 蝿資源開発をアメリカにまかせることで、第二次大戦に際してはアメリカとの「永久軍事同盟」を結ぶことによ
って、経済的軍事的にアメリカ帝国の一員に加ったのである。
要するにカナダ商人資本家は、危機のたびにアメリカの助けをあてにしてきた。カナダの支配的イデオロギーで
ある「大陸主義」とは、「・ハートナーが満互いに強力な部門の開発をすすめ、おぎない合う形で真の相互依存関係
（”） 
を作り出す」と説明されるが、実際には恒久的なカナダのアメリカへの従属を正当化するための隠れみのにすぎな
い。カナダ資本が海外において、結局最後にはアメリカをあてにするのは、「大陸主義」に忠実だからなのである。
さてトム・ネイラーは、第一次大戦以前のカナダの海外投資を、その活動の特質と支配的資本の違いによって以
（蛆）
下の七つの範鴫に整理した。
⑪アメリカ国内に進出した銀行。米加間の資本と商品の交換の促進を中心とした。
②保険会社のアメリカ支店。銀行とはことなり、現地での商売を積極的に展開したが、カナダからかなりの規
模の純資本輸出をおこない、アメリカにおいて大量の証券投資を有した。
③鉄道は、アメリカ国内にかなりの程度路線を延長し業務をおこなった。しかしそれは本質的にはカナダの活
動の外延的性格をもったものである。
四機関投資家とならんで、個人によりアメリカ証券投資にまわったものもかなり大きい。
⑤カナダの寡占企業の水平的垂直的な拡張としてアメリカ産業への直接投資をおこなったものは、カナダの対
句カリブ海諸島にはりめぐらされた銀行網は、地場銀行の活動を発展きせ支配した。保険業も地場産業に支配
Ｉ
 的な地位を築いた。両者ともに、現地から資金を引きあげカナダに還流させ、地元株の所有はまったくといつ
米投資のなかでもっとも小さい。
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グヘ／､／へ／へ′■、「■、′へ′■、／、
８７６５４３２１註
、-ノミーノミーノ、－'～ノヘーノミーノ、､ノ、〆 て
い
い
ほ
ど
ふ
ら
れ
な
い
。
、ラテン・アメリカにおける鉄道および公益事業は、地方の交通と資源の開発を目的とした。公益事業は一般
に完全な直接投資の型をとった。
われわれは右のトム・ネイラーの整理に、第一次大戦後の発展をふまえて二、一一一の点をつけ加えておきたい。
⑧鉄道および公益事業は、アメリカ産業資本のためのインフラストラクチャーを建設し、アメリカ資本の展開
の
た
め
の
先
兵
の
役
割
を
は
た
し
た
。
⑨
金
融
資
本
は
、
地
場
産
業
か
ら
引
き
あ
げ
た
資
金
を
鉄
道
、
公
益
の
進
出
の
た
め
に
提
供
し
、
そ
の
発
展
を
は
か
っ
た
。
⑩
カ
ナ
ダ
土
着
資
本
が
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
活
動
か
ら
あ
げ
た
高
い
収
益
は
、
再
投
資
さ
れ
る
か
、
カ
ナ
ダ
へ
還
流
し
た
あ
と
、
ア
メ
リ
カ
で
の
証
券
投
資
に
ま
わ
っ
た
。
⑪ラテン・アメリカにおけるカナダの産業投資と資源開発投資は、主としてアメリカ系子会社の仲介資本によ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、
こ
れ
は
カ
ナ
ダ
国
内
の
過
剰
資
本
の
は
け
口
で
あ
っ
た
。
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ニご・ｏ］のヨの己【》◎管・向勲・ロロ・円■⑬。
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ご『・○一の目①ロ【》Ｃ、。ａ』４℃・凶博Ｐ
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カナダの逆説の束とは、カナダ資本主義の「重商主義」的性格がもたらしたものであった。金融、鉄道、商業、
公益といった流通過程は、政府の手厚い保護をうけてカナダ土着資本が独占している。これにたいして製造業の基
幹と資源開発とは、主としてアメリカ系子会社による外資の支配にゆだねられている。
この結果、カナダ経済はアメリカに接合され、アメリカとの垂直統合が強まり、「限定された」エ業化ないし「非
工業化」と「資源の過剰開発」がすすみ、国民市場の分断、再生産構造の非接合化、さらには構造的な低雇用が制
度
化
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
カ
ナ
ダ
資
本
主
義
の
こ
う
し
た
歪
ん
だ
構
造
は
、
た
え
ず
過
剰
盗
本
を
生
み
出
し
、
大
斌
の
外
資
取
入
れ
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
有
数
な
資
本
輸
出
国
と
し
て
、
そ
の
矛
盾
を
海
外
に
移
転
さ
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
（１） 
テ
オ
ト
ニ
オ
・
ド
ス
・
サ
ソ
ト
ス
は
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
従
属
的
発
展
を
、
一
一
一
つ
の
時
期
に
区
分
し
た
。
す
な
わ
ち
、
と
く
に
一七世紀の「植民地的従属」とよばれる第一期は、本国政府と結びついた土藩商人・金融資本家が、貿易政策をつ
うじて植民地帝国を支配した。一九世紀末よりはじまる第二期は、「金融Ⅱ産業的従属」の時代であり、本国の産
業資本に原料を供給する、外向きの開発がすすめられ、「外国指向の発展」という型を生み出した。最後の第三期
は、第二次大戦後にはじまり、多国籍企業が低開発諸国の国内市場を抑えるために産業投資をすすめる「技術Ⅱ産
業的従属」の時代である。
カ
ナ
ダ
の
従
属
的
発
展
は
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
歴
史
的
過
程
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
右
に
象
た
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
従
属
発
展
の
シ
ェ
ー
マ
と
の
関
連
で
、
そ
の
い
く
つ
か
の
特
質
を
考
え
て
お
こ
う
。
まず第一に、第三期の「技術Ｉ産業的従属」が、その本格的な展開をむかえるのは、ラテン・アメリカのぱあい
む
す
ぴ
8５カナダ資本主義の榊造的特質
と同様に第二次大戦以降であるとしても、その開始はずっと早く、一九世紀末の第二期のはじまりと時を同じくし
（２） 
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ポ
リ
シ
ー
」
の
高
関
税
政
策
に
よ
っ
て
カ
ナ
ダ
市
場
を
締
め
出
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
が
、
対
加
直
接
投
資
を
増
大
さ
せ
て
子
会
社
を
設
け
て
進
出
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
第
二
に
は
、
右
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ポ
リ
シ
ー
」
の
採
用
に
も
糸
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
土
着
資
本
が
た
ん
な
る
買
弁
資
本
（
Ｏ
Ｃ
Ｂ
，
胃
固
日
）
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
他
方
に
お
い
て
は
相
対
的
自
立
性
を
失
っ
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
本
国
と
の
原
料
取
引
を
も
と
に発展した土着商人資本は、一九世紀半のイギリスの自由貿易体制への移行と、一八七○年代からはじまる大不況
とによって蓄積基盤を脅された。「ナショナル・ポリシー」はこうした構造的危機に陥った土着商人資本の対応策
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
第
一
に
、
鉄
道
建
設
、
運
河
建
設
、
公
益
事
業
、
あ
る
い
は
食
品
関
連
産
業
な
ど
、
商
人
資
本
の
従
来
の
流
通
過
程
的
蓄
積
基
盤
の
拡
大
を
す
す
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
補
助
金
や
優
遇
税
制
、
カ
ル
テ
ル
化
な
ど
の
政
府
の
手
厚
い
保
護
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
に
は
、
危
険
負
担
の
大
き
い
生
産
過
程
に
つ
い
て
は
、
高
関
税
を
と
お
し
て
ア
メ
リ
カ
産
業
資
本
の
企
業
者
精
神
と
資
本
と
を
導
入
し
て
開
発
を
う
な
が
し
、
生
産
規
模
の
拡
大
を
は
か
り
、
流
通
過
程
の
蓄
積
基
盤
を
強
め
る
と
い
う
も
の
である。
第
三
に
、
そ
れ
ゆ
え
カ
ナ
ダ
資
本
主
義
を
た
ん
な
る
植
民
地
的
従
属
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
国
の
国
民
経
済
の
な
かに、支配と従属との相反する二つの異った性格が、それぞれ強固に併存することこそ、カナダの逆説の束を解明
するカギである。そしてそれはカナダ資本主義の重商主義的発展っ帰結といわなければならない。再生産櫛造の非
接合化、国民市場の分断、総じて「非工業化」と「資源供給の後背地化」がカナダ資本主義の矛盾を形成する。
であった。
こ
う
し
て
カ
ナ
ダ
土
着
資
本
は
自
ら
の
意
志
の
も
と
に
外
資
の
導
入
を
は
か
り
、
ま
た
一
定
程
度
自
ら
の
産
業
化
を
も
す
す
め
た
の
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一九七○年後半、こうしたカナダ資本主義の矛盾は、深刻な経済危機として露呈する。そしてケベックの分離独
立の動きとともに、いまカナダの国民的統合は危機に瀕している。世界の先進国にその例を糸ないカナダの建国以
来の危機は、はたしてのりこえられるのであろうか。これに答える前に、なお分析をつづけなければならない。
｢へ／、１註
、.ノ、〆
（１）、円げのＯＳ員ｏＤＣｍｍ目８ｍ一目けの、甘巨白日ＨのＣ｛』ので①ロ」のロ８》蒼尻・目・司色ロロ伜□・０．国。」ぬの、③ａ・・殉§島鷺喧切曹口・の．
旨葛、③『《ロ『餅尋『匂惇①『牌』ごｂ・画噌『－い、。
（２）ご『・○一⑩日⑱巨芹』。、。、灘・迫ロ０時Ｐ
